
 
わが国の社会と自然の将来予測 
 

過去及び将来予測との比較 
 

 過 去 現 在 将来予測 
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一次産業就業人口 
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（数字については概数で記載）  
 
2050 年の各地域の状況 
 

地  域 状  況 

中心的都市周辺 人口は８割に減少。市街地規模は９割に減少。 三大都 
市圏 

その他 人口は７５％に減少。市街地規模は７割に減少。 

中枢都市周辺 人口は８６％に減少。市街地規模は８割に減少。 

中核都市周辺 人口は７７％に減少。市街地規模は 2/3 に減少。 
地方圏 
 
 

その他 人口は７割に減少。市街地規模は 1/3 に減少。 

 
（出典：前出各種資料・統計より環境省自然環境局作成）  
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